
ご⾃⾝の最近の活動として、最も関⼼のある/あるいは周囲でホットなテーマなど

「ゲノム合成」に関して、最も関⼼のある/重要と考えるテーマ・論点・事象など

信原幸弘 東京⼤学名誉教授
〈専⾨分野〉科学哲学、⼼の哲学、AIの哲学、精神医学の哲学、脳神経倫理

合成⽣物は本物の⽣命か（⽣命の「真正性」は何に存するか）
意識をもつ⽣物ともたない⽣物は倫理的な扱いが異なるべきか
どんな⽣物が意識をもつか

基礎科学の存在意義は何か（好奇⼼-駆動的curiosity-drivenな研究は有⽤か）
科学者は知的ロマンの提供者として⽣きていけるか
科学技術の倫理はどんな⼈間観・価値観に基づいて考察すべきか
〈活動紹介〉
• 信原幸弘(2022)「ウェルビーイングと⼈⽣の意味」http://id.nii.ac.jp/1060/00013312/
• 信原幸弘(2022)「記号を⽣きる」https://www.repre.org/repre/vol45/special/nobuhara/


